
別
れ
の

一
瞬 

       

君 

の 
色 

         
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

桐

乃
さ

ち 



人 

物 
一
色
優

人(

1 7)

高
校

生 

夏
目
麗

香(

2 6)
 

飲

食
店
ア

ル
バ

イ

ト 

一
色
真

人(
4 3)

優
人

の
父
親 

一
色
加

奈
子(

4 0)
優
人
の
母

親 

警
察
官 
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○
一
色
家 

外

観

（
夜
） 

雪
が
降

っ
て

い

る
。
大

き
な

一

戸
建

て

。 

 

○
一
色

家 
台

所
（
夜

） 

一
色
真

人(
4 3)

と
一
色
加

奈
子(

4 0)

、
俯
い

て
椅
子

に
座

っ

て
い
る

。
ド

ア

が
開

く

音
。

一
色
優

人(

1 7)
、
入
っ
て

来
る

。 

優
人
「…

…

た

だ
い
ま

」 

加
奈
子

、
立

ち
上

が
り
優

人
に

ビ

ン
タ

す

る
。 

加
奈
子

「
説

明

し
な
さ

い
！

あ

ん
た
、

学
校

に

も
ち

ゃ
ん
と

行
っ

て

な
か
っ

た
ん

だ

っ
て
！

？
」 

優
人
「…

…

ご

め
ん
な

さ
い

」 

加
奈
子

、
優

人

の
背
中

を
叩

く

。 

加
奈
子
「
ど

う
し

て
、
い

つ
も

普
通

に
出
来

な
い

の

！

ど
う
し

て
！

ど

う
し
て

！
」 

加
奈
子

、
優

人

の
背
中

を
叩

き

続
け
る

。
一

色
、
立

ち
上

が

っ
て
加

奈
子

の

手
を

掴

む
。 

一
色
「

優
人

、

お
前
が

会
っ

て

い
た
女

性
っ

て

言
う

の
は
、

ど
こ

の

誰
な
ん

だ
。

子

供
を
作

る
の

に

協

力
し
て

い
た

っ

て

言
う

の
は

、

本
当
な

の
か

」 
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優
人
、

黙
っ

て

頷
く
。

加
奈

子

、
立
ち

上
が

り
、
電

話
の

ダ

イ
ヤ
ル

を
押

し

始
め
る

。 

加
奈
子

「
今

す

ぐ
警
察

に
来

て

も
ら
う

！
」 

優
人
、
加
奈

子

か

ら
受
話

器
を

取

り
上

げ

る
。 

優
人
「

や
め

て
よ

！

麗
香

さ
ん

は

悪
く
な

い
か

ら

！
」 

加
奈
子

「
未

成

年

に
こ

ん
な

こ

と
し
て…

…

」 

優
人
「

ぼ
、

僕

が
い
い

っ
て

言

っ
た
ん

だ
よ

！

」 

 
 

 

加
奈

子

、
再

び

優
人

を

ビ
ン
タ

す
る

。 

加
奈
子

「
黙

り

な
さ
い

！
」 

加
奈
子

「
ど

う

し
て
こ

ん
な

こ

と
に
な

っ
ち

ゃ

っ
た

の
？
あ

ん
た

が

こ
ん
な

こ
と

に

な
っ
て

、
私

も
う

、

ど
う
し

た
ら

い

い
の
か…

…

」 

優
人
、

走
っ

て

部
屋
か

ら
出

る

。 

一
色
「

優
人

！

ど
こ
行

く
ん

だ

！
」 

 

○
道
（
夜

） 

一
面
雪

景
色

。

優
人
、

走
っ

て

い
る
。 

 

○
ラ
ブ
ホ

テ
ル

「H
O
T
E
L
 
S
A
Y
A

」 

前
の
広

場(

夜)
 

優
人
、
ホ
テ

ル
に

近
づ
く

。
ホ

テ
ル

の

前
に

、
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夏

目

麗

香(

2 6)

が

膝

を

抱

え

て

座

っ

て

い

る
。
麗

香
、

顔

を
上
げ

る
。

優

人
、
目

を
見

開
く
。

優
人

、

走
っ
て

麗
香

に

近
づ
く

。
麗

香
も
立

ち
上

が

る
。
二

人
、
強
く

抱
き

合

う
。 

 

○
同 

2
0
3

号
室 
中(
夜)

 

ベ
ッ
ド

に
、

優

人
と
麗

香
が

並

ん
で

寝

て
い

る
。
優

人
と

麗

香
、
手

を
つ

な

い
で
い

る
。 

麗
香
「

こ
の

部

屋
に
い

る
と

、

外
の
世

界
の

方

が
嘘

み
た
い

に

思

え

る
ね
」 

麗
香
、

優
人

を

見
つ
め

る
。 

麗
香
「

優
人

は

、
後
悔

し
て

な

い
？
」 

優
人
、

首
を

振

る
。 

優
人
「

僕
は

、

れ
、

麗

香
さ

ん

を
見
て

初
め

て

写
真

を
撮
り

た
い

と

思
っ
た

。
麗

香

さ
ん
だ

け
が

、

奇

麗
に
見

え
た

ん

だ
」 

麗
香
、
優
人

に
そ

っ
と
キ

ス
を

す

る
。
麗

香
、

タ
バ
コ

を
取

り

出
し
て

く
わ

え

る
が
、

火
を

点
け
ず

に
タ

バ

コ
を
置

く
。

優

人
、
灰

皿
に

置
か
れ

た
タ

バ

コ
を
じ

っ
と

見

つ
め
る

。 
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麗
香
「

あ
の

ね

、
私
妊

娠
し

た

ん
だ
」 

優
人
「

え
！

？

」 
優
人
、

麗
香

の

お
腹
を

見
つ

め

る
。

麗

香
、

ピ
ー
ス

サ
イ

ン

を
作
る

。 

麗
香
「

大
成

功

！
」 

麗
香
、

お
腹

を

撫
で
る

。
優

人

、
頭

を

か
き

む
し
る

。 

麗
香
「

ど
う

し

た
の
？

」 

 
 

 

優
人

、

ベ
ッ
ド

の
上

で

正
座
す

る
。 

優
人
「

麗
香

さ

ん
。
ぼ

、
ぼ

、

僕
と
、

結
婚

し

て
く

だ
さ
い

」 

麗
香
「

え
？

」 

優
人
「

僕
、

最

初

か
ら

決
め

て

ま
し
た

。
も

し

子
供

が
出
来

た
ら

、

一
生
か

け
て

守

っ
て
い

く
っ

て

」 

 
 

 

優
人

、

麗
香

の

手
を

握

る
。 

優
人
「

僕
、

高

校
を
出

た
ら

す

ぐ
に
働

き
ま

す

。
そ

れ
で
、
そ
れ

で
、
麗
香
さ

ん
と

子

供
を
支

え
ま

す

」 

麗
香
「

ち
ょ

っ

と
。

カ

メ
ラ

マ

ン
に
な

る
夢

は

ど
う

す
る
の

よ
」 

優
人
、

頭
を

振

っ
て
麗

香
を

見

つ
め
る

。 
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優
人
「

麗
香

さ
ん

は
何
に

も
心

配

し
な
い

で
下

さ

い
」 

麗
香
、

壁
を

見

つ
め
る

。
麗

香

、
一
瞬

目
を

瞑
る
。

麗
香

、

笑
っ
て

ラ
イ

タ

ー
と

タ

バ
コ

を
取
る

。
麗

香

、
タ
バ

コ
に

火

を
点

け

て
、

く
わ
え

る
。

優

人
、
目

を
丸

く

す
る
。 

麗
香
「

妊
娠

し

て
る
な

ん
て

、

嘘
」 

優
人
、

ぽ
か

ん

と
し
て

麗
香

を

見
つ
め

る
。 

麗
香
「

ご
め

ん

ご
め
ん

。
ち

ょ

っ
と
か

ら
か

っ

て
み

た
か
っ

た
だ

け

。

驚
い

た
？

」 

 
 

 

優
人

、

唖
然

と

し
て

い

る
。 

麗
香
「

そ
う

そ

う
、
あ

と
ね

、

私
、
彼

氏
と

仲

直
り

し
た
ん

だ
。

ま

た

一
緒

に
住

ん

で
る
の

」 

優
人
「

う
、

嘘

だ
」 

麗
香
「

嘘
じ

ゃ

な
い
よ

」 

麗
香
、

優
人

に

背
中
を

向
け

る

。 

麗
香
「

そ
れ

に

さ
、
も

し
も

だ

よ
？
も

し
、

子

供
が 

出
来
た

と
し

て

も
、

優

人
に

は

関
係
な

い

か

ら

」 

優
人
「

え…
…

」 

麗
香
「

最
初

か

ら
言
っ

て
た

で

し
ょ
？

私
の

子

供
な

の
。
一

人

で

育

て
る
わ

。
あ

は

は
。
に

し
て

も

、
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そ
ん
な

簡
単

に

出
来
る

訳
な

い

よ
ね
。

私

も

ば

か

だ
な
」 優

人
、

涙
を

こ

ら
え
て

麗
香

を

見
つ
め

る
。 

優
人
「

し
、

信

じ
な
い

」 
 

麗
香
、

優
人

か

ら
目
を

逸
ら

せ

る
。 

麗
香
「

本
当

よ
。
も
う
優

人
に

会

う
必
要

な
い

か

ら
」 

優
人
、

麗
香

の

背
中
を

抱
き

し

め
る
。 

優
人
「

ぼ
、

僕

、
麗
香

さ
ん

が

好
き
で

す
。

ず

っ
と

一
緒
に

い
た

い

で
す
」 

麗
香
、

振
り

返

ら
ず
に

頭
を

振

る
。 

麗
香
「

優
人

の

好
き
と

私
の

好

き
は
違

う
の

」 

優
人
「

ち
、

違

わ
な
い

」 

麗
香
「

違
う

の

」 

パ
ト
カ

ー
の

サ

イ
レ
ン

の
音

。
優

人
と

麗

香
、

目
を
丸

く
す

る

。 

麗
香
「

警
察

？

」 

優
人
「

あ…
…

！
」 

麗
香
「

何
？

」 

優
人
「

僕
と

麗

香
さ
ん

の
こ

と

、
学
校

に
ば

れ

た
ん

で
す
」 
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麗
香
「

え
？

」 
優
人
「

僕
の

親

に
も
ば

れ
て…

…

」 
麗
香
、
俯
い

て
考

え
込
む

。
車

が
止

ま
る
音

。

人
の
足

音
。
ド
ア

が
激
し

く
ノ

ッ

ク
さ
れ

る
。 

警
察
官

の
声
「
一

色
優
人

君
？

こ

こ
に
い

る
の

か

？
」 

加
奈
子

の
声

「

優
人
！

出
て

来

な
さ
い

！
」 

優
人
「

か
、

母

さ
ん
だ

」 

 
 

 

優
人

、

部
屋

を

見
回

す

。 

優
人
「

他
に

出

口
は…

…

」 

麗
香
、

立
ち

上

が
る
。

麗
香

、

荷
物
を

ま
と

め
始
め

る
。

麗

香
、
ド

ア
に

向

か
っ
て

歩
き

始
め
る

。
優

人
、
麗
香
の

前
で

手

を
広

げ

る
。 

優
人
「

い
、

行

っ
ち
ゃ

だ
め

！

」 

麗
香
「

ど
い

て

」 

優
人
「

だ
め

！

」 

麗
香
「

ど
き

な

さ
い
！

」 

優
人
「

麗
香

さ

ん
、
逃

げ
よ

う

！
」 

麗
香
「

だ
め

。

逃
げ
ち

ゃ
い

け

な
い
の

」 

優
人
「

だ
け

ど

も
う
、

も
う

、

会
え
な

く
な

っ

ち
ゃ

う
！
」 
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麗
香
、
辛
そ

う
に

優
人
を

見
つ

め

る
。
再

度
、

ド
ア
が

激
し

く

叩
か
れ

る
。 

警
察
官

の
声

「

こ
こ
を

開
け

な

さ
い
！

お
い

、

ス
ペ

ア
キ
ー

借
り

て

こ
い
」 

麗
香
、

歩
き

出

す
。
優

人
、

麗

香
の

前

に
立

ち
は
だ

か
る

。 

麗
香
「

ど
い

て
。
も
う

子

供
の

出

る
幕
じ

ゃ
な

い

の
」 

優
人
「

嫌
だ

！

」 

優
人
、

首
を

振

る
。
麗

香
、

目

に
涙

を

溜
め

て
優
人

を
見

つ

め
る
。

優
人

、

麗
香
を

抱
き

し
め
る

。 

麗
香
「

放
し

て

！
」 

優
人
「

嫌
だ

！

」 

ド
ア
が

激
し

く

叩
か
れ

て
い

る

。
鍵

を

回
す

音
。
ド

ア
が

乱

暴
に
開

く
。

警

察
と

加

奈
子

が
、
部

屋
に

入

っ
て
来

る
。 

加
奈
子

「
優

人

！
」 

警
察
官

「
こ

ら

！
離
れ

な
さ

い

！
」 

警
察
が

、
麗

香
の

体
を
羽

交
い

絞

め
に
す

る
。 

加
奈
子

、
優

人

の
体
を

掴
ん

で

麗
香

か

ら
離
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す
。
麗

香
、
部
屋

の
外
に

連
行

さ

れ
て

行

く
。 

優
人
「

麗
香

さ

ん
！
」 

優
人
、

加
奈

子

の
腕
を

振
り

ほ

ど
い
て

麗
香

を
追
い

か
け

る

。 

 

○
同 

前
の

広

場
（
夜

） 

麗
香
、

警
察

官

に
引
き

ず
ら

れ

る
よ
う

に
歩

い
て
い

る
。

優

人
、
部

屋
か

ら

飛
び

出

し
て

く
る
。

一
色

が

立
っ
て

い
る

。 

優
人
「

麗
香

さ

ん
！
麗

香
さ

ん

！
」 

一
色
「

優
人

！

や
め
ろ

！
」 

一
色
、

優
人

の

体
を
羽

交
い

絞

め
に
す

る
。 

優
人
「

麗
香

さ

ん
！
嫌

だ
！

」 

優
人
、

一
色

に

押
さ
え

ら
れ

、

地
面

に

押
さ

え
つ
け

ら
れ

る

。 

優
人
「

麗
香

さ
ん

！
嫌
だ

よ
！

も

う
一
人

は
嫌

だ

！
」 

麗
香
、

泣
き

な

が
ら
優

人
を

振

り
返

る

。
麗

香
、
警

察
の

手

を
振
り

切
っ

て

優
人

の

方
へ

走
ろ
う

と
す

る

が
、

出

来
な

い

。
優
人

も
一

色
の
腕

を
振

り

切
ろ
う

と
す

る

が
、

出

来
な
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い
。
麗

香
、
パ
ト

カ
ー
に

押
し

込

め
ら
れ

る
。 

優
人
「

麗
香

さ

ん
！
」 

パ
ト
カ

ー
が

走

り
出
す

。
優

人

、
走

っ

て
パ

ト
カ
ー

を
追

い

か
け
る

。 

 

○
道
（

夜
） 

パ
ト
カ

ー
が

走

っ
て
い

る
。

優

人
、
走

っ
て

パ
ト
カ

ー
を

追

い
か
け

る
。

優

人
、
雪

で
転

ぶ
。 

 

○
道 

パ

ト
カ

ー 

車
内

（
夜

） 

後
部
座

席
に

麗

香
が
座

っ
て

い

る
。
麗

香
、

後
ろ
を

振
り

向

い
て
優

人
を

見

つ
め
る

。 

 

○
道
（
夜

） 

優
人
、

立
ち

上

が
っ
て

パ
ト

カ

ー
を

追

い
か

け
る
。

パ
ト

カ

ー
、
遠

く
に

走

り
去

る

。
優

人
、
転

ぶ
。

優

人
、
地

面
に

手

を
つ
く

。 

優
人
、

地
面

に

這
い
つ

く
ば

っ

て
、

パ

ト
カ

ー
が
走

り
去

っ

た
方
向

を
見

つ

め
る

。



 

 

 


